
-2007年信州大学退官から現在まで一

ニ
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年
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引
回
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借
老

第
引
回
日
展
ア
l
卜
ガ
イ
ド
掲
載
の
私
の
解
説

結
婚
し
て
四
十
年
に
近
い
。
妻
は
幼
な
子
と
戯
れ
る
お
ば
あ
さ

ん
で
あ
り
、
我
が
白
頭
は
更
に
薄
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
詩
経

の
「
僧
に
老
ゆ
」
の
通
り
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
「
借
老
」
の
二
字
書
と
し
た
が
、
表
現
の
ね
ら
い

に
は
「
老
」
は
な
い
。
格
調
高
く
、
生
動
す
る
作
品
を
目
指
し
て

い
る
。
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評
論
家
小
野
寺
啓
治
氏
の
評
語

「
借
老
」
の
句
意
と
は
真
逆
の
表
現
で
、
意
気
盛
ん
に
訴
え
る
。

筆
の
腹
か
ら
穂
先
を
動
か
す
活
力
で
線
が
堂
々
と
し
、
行
革
に
構

え
た
流
れ
に
乗
っ
て
迫
力
が
増
す
。
紙
面
に
対
す
る
字
粒
は
抑
え

い
き
お

も
う

て
も
線
が
見
せ
る
勢
い
猛
が
輝
く
。
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ニ
O

一O
年
第
話
回
埼
玉
書
道
三
十
人
展

市津静山作品選

沈
佳
期
詩

小
野
寺
啓
治
氏
評
語

市
津
静
山
の
草
書
四
行
書
「
沈
佳
期

詩
」
は
、
第
出
回
埼
玉
書
道
三
十
人
展

に
出
品
さ
れ
た
二
点
の
う
ち
の

一
点
で
、

静
山
の
過
去
に
見
な
い
新
た
な
ジ
ャ
ン

ル
の
仕
事
で
あ
り
、
し
っ
と
り
と
一
宇

ず
つ
に
余
裕
の
楽
し
さ
が
光
る
。
文
字

ご
と
に
大
き
さ
や
太
さ
、
リ
ズ
ム
を
変

え
る
歩
み
方
が
、
遊
び
心
の
豊
か
さ
を

十
二
分
に
発
揮
す
る
。
一
つ
の
書
風
に

拘
束
さ
れ
ず
、
新
鮮
な
書
風
を
編
み
出

す
姿
勢
に
感
嘆
す
る
。
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『中央公論』 2013年12月号巻頭グラビア掲載作品

読売新聞論説委員・書道評論家 菅原教夫氏の評

企みや目的があってはいけなし、。むしろ自然、に筆を運びたし、。日ごろの

こうした想いを実現した行革大字には、師風はもとより北貌の石刻文字や

唐の太宗、舎津八ーらの書風が混然とした力強い世界が広がる。「帰りなん

いざ」。東晋の大詩人による有名句に、現代の不安な心性を吹き払う潔い響

きが宿った。

帰去来

ニ
O
一
二
年
第

5
回
市
津
静
山
書
展

神
爽

銀
座
画
廊

166×91 

90×67 
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2012年
動きの中のかたち
一日本の書市津静山展
アルゼンチン展



ニ
O
一
五
年

改

組

新

第

2
回
日
展

ブ蕩・~
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ニ
O
一
五
年
第
包
囲
読
売
書
法
展／ ． 

治
1
h
μ
間
耐

ニ
O
一
七
年

i事

上
保
信
山
の
門
流
｜
書
象
会
選
抜
展

於
奈
良
杉
岡
華
郁
書
道
美
術
館

e’ 
血挫 93×168

ρd確
鉱

炉

＆

V
4 言毎

坐馳 70×168

に
U

書譜一節 70×168



ニ
O
一
八
年

改

組

新

第

5
回
日
展

es智
弘
例
会
主
以
抗
＆
仰
を
）

1
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t
時
ayamt
毒
事
訓
今
期
、
基
l
t
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品
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A
4
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言

ニ
O
一
九
年

第
羽
田
読
売
書
法
展

急

帰馬 168×93

、、

九層の台 170×70

ニ
O
一
九
年
第
羽
田
読
売
書
法
展
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